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　最上地区広域市町村圏事務組合は、最上８市町村で構成されている一部事務組合です。
　一般会計の歳入総額は31億4,169万円（前年度比１億9,238万円の増）となり、分担金のうち金山町の
分担金は、２憶1,264万円となっています。歳出総額は30億6,371万円（前年度比２億5,415万円の増）
となり、総務費の総額は4億3,679万円（前年度比１億1,555万円の増）となっております。その中でも、
財政管理費の費用が１億1,450万円増加しており、これは財政調整基金積立金及び消防施設整備基金積立
金の増加によるものとなります。
　最上広域市町村圏事務組合は、最上８市町村の皆さんの生活に密着した消防、ごみ・し尿処理などの業
務を効率的に進めることを目的として設立された団体であり、今後も安全で安心して暮らせる地域づくり
を目指し、事務事業の円滑な推進と経費の削減に努めていきます。

　平成24年度に事業化され、道路整備が進められて
いました泉田道路（8.2㎞）が、いよいよ開通します。
先月29日に開通しました東根北Ｉ.Ｃから村山本飯田
Ｉ.Ｃ区間、さらにはこの度の泉田道路の開通により、
新庄市昭和地区に設けられる新庄真室川Ｉ.Ｃ以南の
全線が開通し、高速道路が首都圏まで繋がることとな
ります。
　豪雪や豪雨等の異常気象時にも強く、目的地までの
移動時間が読め、より短時間で移動できる高規格幹線
道路「東北中央自動車道」。観光や産業の振興、交流
人口の拡大、医療サービスの向上など整備効果は極め
て大きく、地域活性化のためには必要不可欠な道路で
す。残る未供用区間の早期開通に向け、今後も力強く
国等へ要望していきますので、魅力あるまちづくりに
ついても、皆様のご理解とご支援をお願いします。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、最上圏域と沖縄中部圏域との児童交流事業が中止となり
ましたが、沖縄交流給食事業として最上管内の全小中学校に沖縄そば5,806食を提供しました。特別
会計総額として319万円（前年度比244万円の増）となりました。

30億
6,371万円

衛生費
13億7,682万円

  消防費
10億4,606万円

公債費
１億5,513万円

総務費
４億3,679万円

議会費・教育費
4,891万円

最上広域市町村圏事務組合　令和３年度決算
問　最上広域市町村圏事務組合　☎0233－22－2674

●一般会計の主な事業（単位：万円）
区　　　　　　　　分 令和３年度決算 対前年増減

広域交流センター「ゆめりあ」管理運営費
エコプラザもがみ（ごみ焼却施設）管理運営費
リサイクルプラザもがみ（資源リサイクル施設）管理運営費
もがみクリーンセンター（し尿処理施設）管理運営費
消防・救急業務運営費
教育研究センター管理運営費
公債費（借入金返済）

11,600
85,329
20,022
31,470
104,606
4,782
15,513

804
16,642
△ 108
△ 4

△ 224
210

△ 2,411

●特別会計決算（単位：万円）
特　別　会　計 歳　入 歳　出

最上広域ふるさと市町村圏事業 373 319

◆一般会計◆　　　

　歳入
◆一般会計◆　　　

　歳出

31億
4,169万円

分担金
26億1,178万円

国庫支出金
6,283万円

使用料及び手数料
１億3,561万円

繰越金 １億3,976万円
諸収入 4,639万円

財産収入 3,250万円
寄付金 50万円
繰入金 12万円

組合債
１億1,220万円

東北中央自動車道
令和４年11月20日（日）
「泉田道路」 開通！

　「金山町の風景と調和した街並み景観条例」を施行して以降、金山町では様々な景観整備・施策を展開し、
町内外から高い評価を得てきました。しかし、最近では時代の変化に伴う新たな課題が見え始めています。
そこで、改めて町民のみなさんから景観施策に対するご意見をいただき、「行政と住民の協同によるまち
づくり」の在り方について模索していくため、景観フォーラムを開催します。

▼日　時　　11月23日（水・祝）10時～12時
▼会　場　　役場町民ホール
▼内　容　　①講話　②ディスカッション
▼テーマ　　町民参加の街並み（景観）づくり
　　　　　　若い世代に繋げたい金山の風景
▼申　込　　11月18日（金）まで
　　　　　　問　役場環境整備課　建設・景観係　
　　　　　　　　　☎29－5628

景観フォーラムを開催します！
まちの景観施策についてあなたの考えをお聞かせください


